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（議事日程） 

日程第１  報告事項   平成２９年度における放射性物質への対応につ

いて（案） 

日程第２  報告事項   平成２９年度区立幼稚園及びこども園の入園申

込状況等について 

日程第３  報告事項   東山住区センター等改築に伴う発達障害支援拠

点の整備について 

日程第４  報告事項   烏森住区センター児童館学童保育クラブ超過対

応としての烏森小学校施設使用について 

日程第５  報告事項   いじめ問題を考えるめぐろ子ども会議の実施状

況について 

日程第６  報告事項   平成２８年度小・中学校卒業式祝辞について 

日程第７  報告事項   目黒区立図書館基本方針案（案）について 

日程第８  報告事項   目黒区立図書館の臨時休館について 

日程第９  報告事項   インフルエンザによる学級閉鎖等の状況につい

て 

 

資料配布 

・学習指導要領改訂案の公表に伴うめぐろ学校教育プラン改定案等の修正点 

・目黒区立大鳥中学校の統合による成果・課題の検証結果報告書 

・目黒区立東山小学校校舎改築等工事（前期）視察資料 
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（午前９時３０分開会） 

 

○教育長   第７回目黒区教育委員会定例会を開会いたします。本日の欠席

委員、欠席職員はございません。署名委員は木村委員です。 

 

（日程第１  平成２９年度における放射性物質への対応について（案）） 

 

○説明員   （資料により説明） 

○教育長   この件についてご質問等ございますか。 

○委員    モニタリングの回数を減少して行うということについては賛成

です。あと、何の放射性物質に対して対応しているのかというこ

とを明記すべきだと思います。これが福島の原発事故に対する対

応なのかどうかですとか。福島の原発事故に対する対応とすると、

放射性ヨードはもう問題なく、セシウムの残存だけに対応すれば

いいわけですが、現在では空間を汚染するほどの力はないわけな

ので、目黒区でも回数を減らしながら、不安をかき立てないよう

にしていくのは非常にいいと思います。 

       食べ物については現地の藻などに残っている可能性はあるわけ

ですので、その食べ物についてのモニタリングを続けるというこ

とは構わないと思っています。要望です。 

○教育長   その他ご質問等ございますか。 

       特にないようですのでこの報告を受けました。 

       次に日程第２を議題とします。 

 

（日程第２  平成２９年度区立幼稚園及びこども園の入園申込状況等について） 

 

○説明員   （資料により説明） 

○教育長   この件についてご質問等ございますか。 

       特にないようですのでこの報告を受けました。 

       次に日程第３を議題とします。 

 

（日程第３  東山住区センター等改築に伴う発達障害支援拠点の整備について） 

 

○説明員   （資料により説明） 

○教育長   この件についてご質問等ございますか。 
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○委員    この東山小学校及び近隣の人からの苦情や反対はない状態と考

えてよろしいでしょうか。 

○説明員   現在のところ、そういったご意見はいただいておりません。 

○教育長   その他ご質問等ございますか。 

       特にないようですのでこの報告を受けました。 

       次に日程第４を議題とします。 

 

（日程第４  烏森住区センター児童館学童保育クラブ超過対応としての烏森

小学校施設使用について） 

 

○説明員   （資料により説明） 

○教育長   この件についてご質問等ございますか。 

○教育長   今後の予定のところですけれども、一つは、現在の烏森小学校

の保護者に対する説明や、ＰＴＡへの報告も必要ではないかなと

思いますけれども、保護者とＰＴＡへの説明はいつ行われるので

しょうか。あと、２７日以降、使用実施細目の調整ということで

すが、スポーツ振興課の学校開放など調整が全て終わった段階で

報告することが一般的です。あえて入れる必要があるのでしょう

か。 

○説明員   保護者への説明は学童保育クラブの保護者と聞いていますが、

学校全体の説明会というのは、所管課で現在のところ、伺ってお

りません。ＰＴＡの長には説明していると伺っておりますが、今

後の全体の説明につきましては、所管課に確認してまいります。

また、この記載の部分につきましては、確かに改めて記載するか

どうかという部分で、所管課に確認いたします。 

       以上です。 

○教育長   その他ご質問等ございますか。 

       特にないようですのでこの報告を受けました。 

       次に日程第５を議題とします。 

 

（日程第５  いじめ問題を考えるめぐろ子ども会議の実施状況について） 

 

○説明員   （資料により説明） 

○教育長   この件についてご質問等ございますか。 

○委員    いろいろ工夫をして話し合いがされていたと思います。十中で

は具体的ないじめの例を出したり、作文を朗読して、みんなで共
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有するということをしていたのですが、気になったところは、中

学生がファシリテーターをしているんですが、ファシリテーター

の力量に差があって、活発な意見交換ができているグループと全

くできずに、遊んでしまっているグループが見受けられました。

そのあたりの中学生への指導をしていただきたいということ。あ

と、先生が助言をしているところが見受けられました。これは助

言をして、活性化させようという意図があって助言されていたと

思いますが、その線引きをどうするかが必要です。それと、どの

校区の子どもたちも、いじめはいけないことはわかっていますが、

どのようにして止めていけばいいか、どのように声に出していい

かということもよくわかっています。しかし、できるかどうかと

いう壁が高いのだと思います。いじめをしている人がいたら、声

を上げるということもよくわかっていますが、実際にはできない

ですよね。そこをどのようにアプローチをしていくかというとこ

ろが重要だと感じたところです。 

○説明員   ご指摘のとおり、生徒の司会の力量によって、考え方の広がり

とか深まりが随分左右されると思っています。これは一朝一夕に

身につくものではなくて、小学校段階から、学級会活動等をしな

がら話し合う、各教科の言語活動の中で実際に司会をしながら話

し合いを進めていくということの中で育っていくと思いますので、

その点では、子どもたちの言語活動を充実させていかなければい

けないと思っています。中学校では、司会をさらに円滑にできる

ような指導、助言をしてまいりたいと思っております。 

教員の助言ですけれども、必要があれば教員が助言してくださ

いとアナウンスをさせていただきました。これは、教員が全く助

言せずに、子どもたち同士に委ねてほしいということで行ってき

たところ、全く話し合いが停滞してしまうというケースがあった

ものですから、必要に応じてということで、助言をするようにと

いうことを促していただきました。その必要に応じての理解の仕

方が教員によって違ったと思いますので、子どもたちが主体的に

話し合うことを大前提としながら、必要に応じて助言するという

ことを改めて伝えていきたいと思います。 

       あと、子どもたちは、いじめはいけない、人権侵害に当たると

いうことは理解はしていると思います。これを態度面にするには、

なかなか発達段階上の課題等もあって、難しい問題と思いますの

で、子どもたちの成長を見取る教員、あるいは保護者、地域の方
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に子どもたちを見守っていただきながら、必要に応じて指導、あ

るいは必要に応じて価値づけをしていただきながら、育てていき

たいと思っております。 

○委員    別紙２について質問したいのですけれども、この子ども会議は、

検討委員会があって、３回開かれているということですけれども、

構成メンバーと人数を教えてください。児童・生徒の視点からの

検証を行いとあるので、児童・生徒が入っているのでしょうか。 

○説明員   ６ページの第３条の組織のところに、（１）から（８）まで１

０人の構成員で検討いたしました。児童・生徒は参加していませ

んが、児童・生徒の視点に立って、いじめ問題を考えるというこ

とでの検討会でございます。 

○委員    この公表の仕方のことについてお伺いしたいと思います。児童

がこれほど頑張って、いろいろな形で自分たちを進化させようと

しているということを、児童の保護者の方々にも知っていただき

たいと思います。この子ども会議の結果の公表の仕方をどう行う

のでしょうか。目黒区で頑張っているということを、保護者の方々

に伝えていただくということが必要であると思います。 

○委員    ご指摘のとおり、保護者への広報の仕方については大事な視点

と認識しています。現在のところは、各学校が、学校だより、学

年だより等で関係する保護者に広報しているというのが現状でご

ざいますので、この広報のあり方についても、今後、検討して、

さらに保護者に周知していきたいなと思っております。 

○教育長   学校のホームページには載せていないのですか、学校長判断で

行っているのでしょうか。 

○説明員   そちらも含めて、学校長に委ねているところでございます。改

めて検討してまいりたいと思います。 

○教育長   その他ご質問等ございますか。 

       特にないようですのでこの報告を受けました。 

       次に日程第６を議題とします。 

 

（日程第６  平成２８年度小・中学校卒業式祝辞について） 

 

○説明員   （資料により説明）。 

○教育長   小学校のお祝いの言葉について、ご意見、ご質疑等を受けたい

と思います。 

○委員    「風邪をこじらせたことで重い病気にかかり」というところで、
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「重い病気にかかり」を取ってもいいと感じたのですけれども、

いかがでしょうか。 

○説明員   こちらは大西さんに直接取材を何回か重ねたのですが、風邪を

こじらせてしまったことによって、最終的に足を失うということ

になってしまったということをご本人から説明を受けておりまし

たので、こちらは意図的に「重い病気にかかり」と表現をいたし

ております。 

○委員    私も聞くだけにしていましたけれども、非常に理解しやすくな

ったと思いました。その上で、１９行目の「これまでと同じよう

に練習し続けました」を聞いていると、「何度もあきらめそうに

なる心を奮い立たせ、これまでと同じように練習し続けました」

の「これまでと同じように」という表現ではなくて、もう少しイ

ンパクトのある表現がいいと思います。例えば、「繰り返し、繰

り返し、同じ練習を続けました」です。「これまでと同じように」

というのが表現が弱いという印象を受けました。 

○説明員   こちらは前回、「努力し続けてました」というところに「何事

にもあきらめずに」に一言、二言入れるというご指摘を受け修正

しました。「何回も繰り返し」と「繰り返し、繰り返し」の表現

ですが、実は「繰り返し、繰り返し」という言葉も考えていたの

ですが、「繰り返し、繰り返し」とカ行が重なることによって、

なかなか言いにくい面もあるとは思いましたので、この表現とい

たしましたが、最終的にもう一度、確認したいと思います。 

○委員    今のお二人のご意見について、「風邪をこじらせたことで」の

「重い病気にかかり」を取ってしまいますと、風邪をこじらせた

ことでいきなり切断なのか、と思われてしまいますので、風邪を

こじらせて、病名はわからないけれども、重い病気になり、切断

したというステップがあったほうがいいと思いました。 

○説明員   風邪をこじらせたところは、確かに子どもたちに不要な不安を

与えるのもいかがなものかと思いますので、「運悪く」のような、

言葉を考えていきたいと思います。 

○委員    私は大変すばらしいお祝いの言葉になっていると思いました。

聞いていて、ストーリー性がすごく保たれているので、子どもた

ちが想像しながら、しっかり聞いてくれるような内容になってい

て、最後に言いたいところもきちんと押さえてあって、とてもす

ばらしい内容にしていただいたと思っております。 

○教育長   私も本当にここまでよく事務局で頑張っていただいたと感謝を
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申し上げたいと思います。最後のところは、事務局に一任させて

いただきたいと思います。 

       それでは、中学校についてご意見、ご質疑等を受けたいと思い

ます。 

○委員    ３行目からが長いです。「卒業に当たり、目黒区にある東京工

業大学の大隅良典栄誉教授の功績に触れ、疑問を解決するために

一歩一歩努力を積み重ねることの大切さについて、お話ししたい

と思います」ここは長く感じました。長く感じるということは、

言葉の重みが、生徒たちにストレートに伝わらないと思います。

私の案は「功績に触れたいと思います」と、そこで切って、それ

で、「疑問を解決するために一歩一歩努力を積み重ねることの大

切さについてお話しします」というように、分けたほうが疑問を

解決して一歩一歩努力することが大切なんだということに力点を

置けるような感じがします。 

○説明員   こちらは、区長のご意見とはいえ、６文字程度なのですけれど

も、息継ぎの関係もあると思いますので、端的に触れたいと思い

ます。その後に、何かつながる言葉を入れ、検討したいと思いま

す。 

○委員    ここは確かに長いですけれども、「功績に触れ」のところで、

思いっ切りブレスをすれば、つながると思います。ここは非常に

祝辞に特徴的な振り方なので、まず１つの具体例があって、それ

で、こういう祝辞に、一歩一歩、努力する大切について話すとい

う、この２つのことをどうしても同時に入れなくてはいけないと

ころがあるので、確かに短くしたほうが、聞いているほうにはわ

かりやすいですけれども、短くしてしまうと、祝辞としての流れ

が消えてしまうような気がするので、ここは読むほうは大変なん

ですけれども、長い文章で行くほうがいいのではないかと私は思

います。 

○委員    これはブレスを間違うと大変ですが、大きく息をして、抑揚を

つければ、これでいいと思います。 

○教育長   貴重なご意見、ありがとうございました。 

       それでは、ほかにございますか。 

       では、あとは事務局一任ということでお願いします。 

       次に日程第７を議題とします。 

 

（日程第７  目黒区立図書館基本方針案（案）） 
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○説明員   （資料により説明） 

○教育長   この件についてご質問等ございますか。 

       特にないようですのでこの報告を受けました。 

       次に日程第８を議題とします。 

 

（日程第８  目黒区立図書館の臨時休館について） 

 

○説明員   （資料により説明） 

○教育長   この件についてご質問等ございますか。 

       特にないようですのでこの報告を受けました。 

       次に日程第９を議題とします。 

 

（日程第９  インフルエンザによる学級閉鎖等の状況について） 

 

○説明員   （資料により説明） 

○教育長   この件についてご質問等ございますか。 

       特にないようですのでこの報告を受けました。 

 

資料配布 

・学習指導要領改訂案の公表に伴うめぐろ学校教育プラン改定案等の修正点 

・目黒区立大鳥中学校の統合による成果・課題の検証結果報告書 

・目黒区立東山小学校校舎改築等工事（前期）視察資料 

 

○教育長   以上で本日の定例会を閉会します。 

 

（午前１１時２１分閉会） 

 

 


